
※フランス語で「ダム新聞」という意味です
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ダム新聞 １０周年！！

平成19年6月に第1号を創刊したダム新聞は、平成29年6月で10周年を迎えました。

駒込ダムのこの１０年のあゆみをまとめてみました。国のダム事業検証や県の再評価委員会など、事業そ

のものの妥当性を詳細に検討してきたという印象がありますが、いずれも「妥当」や「継続」との評価を受

けております。

また、下の写真は工事用道路の１０年前と現在の比較写真です。この１０年間で、１号道路はほぼ完成

（今年度完成予定）、３号道路は平成１９年度に完成、４号道路は平成２０年に着手して以来、約５００ｍ

完成しております。

今後もみなさまのご理解を得るために広報を行っていくと共に、ダム本体の早期着工に向けて工事用道路

工事を着実に進めてまいります。

４号工事用道路

駒込ダム

１号工事用道路

２号工事用道路

工事用進入路

鳴沢

駒込川

３号工事用道路

土捨場

平成28年度まで完成

平成29年度以降

L=940m

L=2,250m

L=550m
L=540m

平成１8年度まで完成

平成１9年度以降

第1号創刊時（平成18年度まで） １０周年（平成２8年度まで）

駒込ダム１０年のあゆみ

平成１９年 ６月 ダム新聞 第1号創刊

１１月 ３号工事用道路完成

平成２０年 ６月 ４号工事用道路着手

６～１１月 青森県公共事業再評価等審議委員会（『継続』）

平成２１年１２月～国の「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」開始

平成２２年 ９月 国の「ダム事業検証」開始（県に対してダム事業の検証に係る検討を要請）

１２～３月 青森県ダム事業検討委員会（『妥当』）

平成２３年 ５月 青森県公共事業再評価等審議委員会（『継続』）

８月 国の「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」（『継続』）

平成２４年～ 駒込ダムの調査・設計等及び工事用道路の整備を継続

平成２８年 １月 ダム新聞 第１００号発刊

７月 ダム本体実施設計等基本設計会議

６～１１月 青森県公共事業再評価等審議委員会（『継続』）

平成２９年 ６月～青森県公共事業再評価等審議委員会（審議中 計画変更：事業期間５年延伸『了承』）

６月 ダム新聞１０周年



駒込ダム ４号工事用道路工事 現場進捗状況

平成2９年度 第１回青森県公共事業再評価等審議委員会開催

平成2９年度第１回青森県公共事業再評価等審議委員会が6月１６日（金）に開催されました。

駒込ダムは平成28年度前半にダムの基本的な構造の検討を終了し、これに基づいて施工条件等を含めて詳

細に施工計画等を検討した結果、完成年度が平成3８年から平成43年に延びることになりました。

（http://www.pref.aomori.lg.jp/kensei/seisaku/h29-saihyouka.html）

そのため、今年度の審議の対象事業となり、結果、駒

込ダムを含む１０事業すべてが県案どおりで了承されま

した（駒込ダム：計画変更『了承』）。

１０事業については今後も附帯意見などについて審議

が行われ、1０月頃に委員会の意見が正式にまとめられ

る予定です。なお、再評価調書等については、県のホー

ムページにおいても公表されています。 再評価委員会の審議状況

メタルロード上部工 工場製作仮組（6月1日） 土工区間の法面対策完成（6月27日）

橋梁区間

土工区間

４号工事用道路工事の進捗状況の報告です（概要は弊紙114号参照）。

写真左側は、起点側橋梁区間に設置する上部工を工場で製作して仮組した状態です。これをばらして塗

装したのち、現場に搬入して設置します。

写真右側は、終点側土工区間の法面対策がほぼ完成した状態です。施工中に法面の一部が崩れたことも

ありましたが、素早い対応により、工程に影響もなく法面対策を終えることができました。この法面の写

真奥側に写真左側の橋梁を設置します。

6月下旬から橋梁下部工の掘削作業に入っており、7月以降本格的に橋梁区間の施工に入っていきます。

所長からのコメント（１０周年を迎えて）

「ダム新聞」もとうとう(？)10周年を迎えました。この10年は、ダムの計画や設計を一から検討し直した10年でもありまし

た。先輩方の努力に敬意を表するとともに、温かく見守ってくださった皆様に感謝申し上げます。

一方で、まだダム本体の着工に至っていないのが現実です。最近の詳細検討により完成年度が多少延びることになりましたが、

現役の我々に課せられた仕事は、「堤川下流部や駒込川沿川の安全と安心を図るため、早期にダム本体工事に着工し、１年でも

早く完成させること」であることを、このダム新聞10周年に際し再度強く認識し、職員一同努力していきたいと思います。

【 追 記 】

一昨年の関東･東北豪雨や昨年の台風第10号による大水害の記憶が新しい中、先日も九州北部で大水害が発生しました。この

ような豪雨、大洪水はどこでも発生する可能性があります。水害の防止、軽減のため、駒込ダムの整備を進めることはもちろん

ですが、既存の下湯ダムや浅虫ダムの効果を十分に発揮するため、維持管理もしっかり行っていきたいと思います。

【 ちょっと休憩 】

７月は青森市内神社の宵宮ラッシュ。堤川沿川でも、22日に大星神社、23日に茶屋町延命地蔵尊、24～26日に諏訪神社と

続くようです。また21日は堤夜店祭りも開催されるようです。お暇がある方は、川沿いの散歩などもどうぞ・・・。


